
成長を願いながら植樹

サクラについてクイズで学習

　
今
年
度
開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
川
湯
小
学
校
（
山
舘
孝

志
校
長
）
が
５
月
12
日
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
春
の
木
育

活
動
を
同
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
木
育
活
動
に
は
児
童
22
人
と
保
護
者
３
人
が
参
加
。
は
じ
め

に
、
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
の
萩
原
寛
暢
さ
ん
に
よ
る
、
サ
ク
ラ
に

ま
つ
わ
る
木
育
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
木
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
や
種
類
数
な
ど
に
つ
い
て
、

３
択
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
萩
原
さ
ん
は

「『
木
は
二
度
生
き
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
伐
採
後
に
も
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
。
サ
ク
ラ
の
木
は
ス
ベ
ス
ベ
し
た
肌
触
り

を
活
か
し
、
椅
子
な
ど
の
家
具
や
ス
プ
ー
ン
・
箸
な
ど
の
食
器

に
加
工
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
燻
製
チ
ッ
プ
と
し
て
も
使
用
さ
れ

て
い
て
、
花
の
よ
う
な
香
り
が
特
徴
。」
と
説
明
。
児
童
た
ち

は
、
サ
ク
ラ
の
木
工
品
の
手
触
り
と
チ
ッ
プ
の
香
り
を
実
際
に

体
感
し
、「
ツ
ル
ツ
ル
で
気
持
ち
い
い
」、「
い
い
に
お
い
」
と

サ
ク
ラ
の
魅
力
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
後
、

屋
外
へ
移
動
し
敷
地
内
へ
の
植
樹
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。
今
回
植
え
た
の
は
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
13
本
。
低
、
中
、
高

学
年
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
肥
料
入
れ
、
土
か
ぶ
せ
、
支
柱
立

て
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
「
大
き
く
な
あ
れ
」
と
声
に
出
し
な

が
ら
、
丁
寧
に
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

児童たちがエゾヤマザクラの
苗木を植樹

川湯小学校開校100周年記念事業

苗木と支柱を紐で固定

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会

（
德
永
哲
雄
会
長
）
の
総
会
が
５
月
13

日
、
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

議
会
は
、「
誰
も
が
自
慢
し
誰
も
が
誇
れ

る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
各
部
会
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
に
は
、
会
員
や
関
係
者
ら
約
30
人

が
参
加
し
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
や
収
支

決
算
、
新
年
度
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
ほ
か
、
各
部
会
長
か
ら
今
後
の
活
動
予

定
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
德
永
会
長
は
、「
今
年
で
協
議
会
も
19

年
目
と
な
り
、
長
年
続
け
て
き
た
成
果
が
実
を
結
ん

で
き
て
い
る
。
各
部
会
長
を
中
心
に
今
年
度
も
よ
り

良
い
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
を
期
待
し

て
い
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

てしかがえこまち推進協議会
総会を開催

誇れるまちを目指して

各部会長による活動報告

德永会長による挨拶
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令
和
10
年
１
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
複
合
型
地
域
観

光
交
流
施
設
の
、
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が
４
月
21
日
、
中
央
１

丁
目
の
建
設
地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、図
書
館
、プ
ー
ル
、温
浴
施
設
、カ
フ
ェ
な
ど
を
備

え
た
複
合
拠
点
で
、
建
物
は
従
来
の
基
準
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
50
％
以
上
削
減
し
た「
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅａ
ｄ
ｙ
（
ゼ
ブ
レ
デ
ィ
）」

の
認
証
を
受
け
、
環
境
に
配
慮
し
た
町
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祈
願
祭
は
、
主
体
工
事
を
担
う
岩
田
地
崎
建
設
㈱
が
主
催
し
、

町
内
外
の
関
係
者
約
50
人
が
参
列
。
施
設
の
設
計
・
監
理
・
運
営

を
担
う
㈱
フ
ィ
ル
ド
の
齋
藤
貴
之
代
表
取
締
役
が
「
刈
初
（
か
り

ぞ
め
）
の
儀
」
を
、
德
永
町
長
と
近
江
屋
町
議
会
議
長
が
「
穿
初

（
う
が
ち
ぞ
め
）
の
儀
」
を
、
岩
田
地
崎
建
設
㈱
の
渡
邊
直
樹
取

締
役
専
務
執
行
役
員
が
「
堀
初
（
ほ
り
ぞ
め
）
の
儀
」
を
そ
れ
ぞ

れ
行
い
、
新
築
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
発
注
者
の
德
永
町
長
は
「
こ
の
施
設
は
、
地
域

経
済
が
低
迷
す
る
町
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
重
要
な
政

策
。
無
事
故
無
災
害
で
素
晴
ら
し
い
施
設
を
造
っ
て
ほ
し
い
。」

と
、
施
設
の
建
設
に
対
す
る
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

５
月
に
入
り
、
現
場
で
は
敷
地
外
周
の
仮
囲
い
が
設
置
さ
れ
、

今
後
は
建
物
の
基
礎
を
造
る
柱
状
改
良
工
事
な
ど
、
順
次
工
程
が

進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

德永町長と近江屋議長による「穿初の儀」

鎌入れを行う齋藤代表取締役

新築工事安全祈願祭を挙行

「イースタンスプリングショー」
を開催

複合型地域観光交流拠点施設

弟子屈・標茶の選び抜かれた牛が集結

　

４
月
29
日
、
町
家
畜
共
進
会
場
（
桜
丘
２
丁
目
）
に

て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
春
の
品
評
会
「
第
19
回
イ
ー
ス

タ
ン
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る
当
品
評
会
は
、
弟
子
屈
町
と

標
茶
町
、
浜
中
町
の
酪
農
家
が
日
頃
か
ら
丹
精
込
め
て
育

て
た
乳
牛
を
一
堂
に
集
め
、
牛
の
体
型
や
資
質
、
歩
様
な

ど
を
審
査
す
る
催
し
で
す
。
今
年
は
町
内
か
ら
３
戸
14
頭

が
出
品
さ
れ
、
飼
養
管
理
技
術
や
改
良
成
果
が
高
く
評
価

さ
れ
た
牛
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
品
評
会
を
通

し
て
、
生
産
者
同
士
の
交
流
と
技
術
研
鑽
、
地
域
酪
農
の

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
㈰
に
は
「
町
共
進
会
」
の
開
催
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
の
子
牛
か
ら
経
産
牛
ま
で
が
集
結
し
、

日
頃
の
飼
養
管
理
技
術
や
改
良
成
果
が
披
露
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
酪
農
の
活
性
化
と
生
産
者
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

入賞牛の写真撮影

チャンピオン候補が勢揃い
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